
注目!!
注目!!ここに

みんなでキレイにしたぞ！　みんなでキレイにしたぞ！　
江差町クリーンアップ作戦江差町クリーンアップ作戦
★江差フェニックス野球スポーツ少年団　参加★江差フェニックス野球スポーツ少年団　参加

　令和４年第１回定例会が３月14日から15日まで行われ、

令和４年度各会計予算、各種条例改正、補正予算など、提案

された案件を審議し、全て原案通り可決しました。

　また、６人の議員が一般質問を行い、さまざまな観点から

町政に問いかけました。

一般会計 総額５６億８,２５０万円を可決一般会計 総額５６億８,２５０万円を可決
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　本年度は、町⻑改選期にあたり、当初予

算を、いわゆる「⾻格予算」とすべきとこ

ろだが、「第６次江差町総合計画」で掲げ

た⽅針に基づき、切れ⽬なく展開が必要な

事業、さらには、圏域や近隣の⾃治体と連

携して取り組む事業等についても提案させ

ていただくこととした。

　令和４年度、新た

な⽇常のなかで、誰

もが幸せと豊かさを

感じ、安⼼して暮ら

すことができるよ

う、まちづくりに取

り組む。

　令和４年３月定例会を、３月１４⽇開会し、令和４年度予算を中⼼に、条例改正や補正予算など、提出され

た議案を慎重に審議しました。全て原案通り可決し、効率的な議会運営、審議を行った結果、１５⽇に閉会し

ました。

　予算の大半を占める令和４年度一般会計予算は、５６億８，２５０万円で、対前年比０．２％減の予算額とな

り、議員から予算の使い⽅や今後の見通しなどについて質疑が行われました。

　（主要事業は３ページ、予算質疑は４ページをご覧ください）

令和４年度一般会計は令和４年度一般会計は

対前年比で対前年比で0.2％0.2％減減

町政執行方針

執行⽅針を表明する照井町⻑

《主要施策》

●町の直⾯する課題対策

　・新型コロナウイルス感染症対策

　・北の江の島構想

　・旧江光ビル跡地活⽤

●産業基盤の維持・強化のまちづくり

●不幸ゼロのまちの実現

●地域・未来を担う人づくり

●地域を⽀える社会基盤の整備

●期待と信頼の組織づくり

令和４年度一般会計予算の割合

令和４年度　一般会計予算令和４年度　一般会計予算

総額56億8,250万円を可決総額56億8,250万円を可決
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◎地方創生に向けた施策等の推進◎地方創生に向けた施策等の推進

◎公共施設関連事業◎公共施設関連事業

◎今年度の当初予算のポイントは？◎今年度の当初予算のポイントは？
○町長の任期が８月７日に満了となることから骨格予算編成とし、新規の政策的な事業や建設事業等に係

る予算の計上は基本的には見送りとしました。
○政策的な事業であっても、継続的に実施してきた事業や緊急性が高く早急に対応する必要がある事業、

国庫補助金等を既に要望しており財源として見込まれるような事業については予算計上しました。
○令和４年度当初予算案は骨格予算編成としつつも、上記のとおり一部の政策的事業・建設事業などを計

上した結果、財政調整基金から１億円を繰り入れて編成しました。
○地方交付税は、前年度当初予算比で２億８，１００万円、１２．４７％増として見込んでいます。

旧江光ビル跡地 ２，１３０万円
活用実施計画策定

「基本構想」及び「基本設計」を基に施設建設のた
めの詳細な設計図等を作成するため実施計画を策定
します。

北の江の島構想推進 １，１２０万円
北の江の島構想推進に向けて、昨年に引き続いて総
務省のアドバイザーの支援をいただきながら基本計
画を策定し、計画を仮想現実でお伝えできるように
令和２年度に作成したＶＲ内容を更新していきます。

“古くて新しいまち江差” ３，４００万円
観光振興（地域ＤＭＯ）事業
通年観光・宿泊観光の推進、観光魅力度アップと情
報発信強化などに取り組む北海道江差観光みらい機
構の運営を支援します。

子ども医療費助成 １，９２０万円
保護者の経済負担を軽減し、家庭生活環境の向上の
ための支援で、高校生までの子どもの医療費を無料
化します。

ふるさと応援寄附金対策 ２億２，５８０万円
ふるさと応援寄附金の返礼品を通じて特産品開発や
地域経済への振興を図ります。
※基金への積立金１億５，０００万円を含んでいます。

多面的機能支払交付金事業 ３，１８０万円
農道、灌漑施設の保全管理や農用地の保全に関する
取り組みに対して支援します。

か年計画の２年度⽬です。

直轄港湾整備 ２，２００万円
南漁港区－３．５ｍ物揚場整備。国直轄工事の負担
金です。南漁港区－３．５ｍ物揚場整備及び北埠頭
－５ｍ岸壁の整備となります。

江差町文化会館東側屋上 ２，３２０万円
防水改修
東側の小ホール屋上と南北両サイド廊下屋上の防水
改修工事です。Ｒ４年度で屋上すべての防水工事が
完了します。

公共下水道整備 ２，６７０万円
江差４号枝線（円山団地地区）の汚水管渠新設工事
です。※公共下水道特別会計。

下水道管理センター １億６，６００万円
長寿命化改修
ストックマネジメント計画に基づく江差上ノ国下水
道管理センターの改修で、脱水機外処理設備改築工
事と汚泥処理計装設備電気工事を実施します。※公
共下水道特別会計

円山第３団地解体・除却 ２，０７０万円
円山第３団地のうち３棟１４戸の用途廃止をし、解
体・除却を実施します。

地域防災計画改定・個別 ９９０万円【新規】
計画作成業務委託
令和３年度中に予定している「⽇本海沿岸津波警戒区
域」への指定や度重なる法改正に対応した内容とす
るため地域防災計画を改訂するほか、未策定となって
いる地域防災計画の個別計画も併せて策定します。

再生可能エネルギー導入 １，０００万円【新規】
マスタープラン検討業務
地域資源を活用し、再生可能エネルギーを地域内で
最大限導入するための計画を策定します。また、改
正温対法にもとづく国の計画等を把握し、必要な情
報収集や調査検討も行います。

総合行政システム等 ２，０００万円【新規】
機器更新
電算システムの更新時期到来に伴う更新で、令和４
年度から５か年間の契約となります。

陣屋・円山法面崩落 　７，０００万円【新規】
防止対策
令和３年度に実施した法面の町道南が丘通り側の崩
落防止対策工事です。

江差町・上ノ国町学校 ２億２，４４０万円
給食組合負担金
給食センターの運営と令和４年度８月から稼働予定
の新たな給食センターの整備にかかる負担金です。

参議院議員通常選挙 １，０００万円【新規】

令和４年７月２５⽇に任期満了となる参議院議員の
通常選挙です。

農業競争力強化農地整備事業 ３，２００万円
水堀地区の用排水の改修、ほ場の大区画や担い手へ
の農地の集団化を進めて行きます。道営事業の負担
金です。

町道五厘沢山崎線 　１億３，９００万円
道路改良工事
五厘沢山崎線（Ｌ＝1200ｍ）の改良工事です。３
か年計画の２年度⽬でＲ４は設計調査・本工事・用
地取得を実施します。

町道円山団地３号通り ２，７５０万円
道路改良工事
円山団地３号通り（Ｌ＝490ｍ）の改良工事です。
３か年計画の２年度⽬で、下水道敷設工事も併せて
実施します。

橋梁長寿命化補修対策 ９，３３０万円
町道陣屋椴川線第３椴川橋架換工事の３か年計画の
２年度⽬です。掛替工事・用地取得・物件保障を実
施します。また、５８橋のうち２３橋の橋梁点検の
委託をします。

普通河川豊部内川浚渫工事 １，５００万円
普通河川豊部内川浚渫工事です（Ｌ＝250ｍ）。２

◎その他◎その他
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予算質疑  令和４年度事業について意見！慎重に審議しました！令和４年度事業について意見！慎重に審議しました！
限られた財源の中で、どのように財政運営が行われているか。

本会議上での予算案への質疑等について、その一部を要約しご紹介します。

QQ　江差町としての今後のリサイクルの在り方、

方針はどうなっているか。

AA　南部桧山衛生処理組合において、施設の新設

も含めた⻑寿命化計画案の策定を進めている。

　　多額の費用が伴う計画なので、今後組合と構

成町で協議が進むことと思う。

QQ　第６次総合計画の実施計画における生活⽀援

体制整備事業について、担当課の考えを教えて

いただきたい。

AA　６年間積み重ねてきたまちづくりカフェが、

ようやく団体設立まできた。

　　しっかりと⾃立した団体に立ち上がっていた

だき、公的なサービスと地域住民が主体となっ

ていく生活支援の体制にとり組む。

QQ　移動図書館が事務事業見直しになっている

が、代替案として具体的にどのようなことを考

えているか。

AA　まだ具体的にお示しできるものは無いが、内

部の検討段階では、水堀のコミュニティセン

ターや南が丘ふれあいセンター等の公共施設の

利用を検討している。

QQ　運動公園外周の街路灯が故障している。以前

は熊の出没など危険な環境にあったが、修繕や

建て替えの考え方は。

AA　昨年度、一部修繕した。今年度は予算化され

ていないが、運動公園全体の修繕の中で対応し

たい。

QQ　ふるさと納税の返礼品として生だけではな

く、加工して高単価の商品に繋げる仕組み作り

を行政として考え、経済に繋げていくことが大

事ではないか。

AA　アワビの加工品で、煮たアワビと蒸したアワ

ビのパッケージを作って商品化するところまで

きており、フリーズドライの可能性も追求して

いる。

　　ふるさと納税を基軸に、この町がしっかりと

財政基盤強化する中で取り組みたい。

QQ　円山第２団地、中歌町団地は土砂災害の警戒

区域に入っており、個別に避難計画の対策をと

る必要があると思うがどうか。

AA　町営住宅の管理者として、個別計画の中にど

のような関り⽅をするべきか検討したい。

QQ　町の地域防災計画で、避難行動要⽀援者の個

別の避難計画を作るべきでは。

AA　災害発生時の避難支援⽅法や避難場所、避難

経路、具体的な避難⽅法についての個別計画を

順次作成する予定である。

リサイクルの方針は
組合と構成町で協議

生活支援コーディネーターの事業展開は
まちカフェの団体設立する

移動図書館の代替案は
公共施設の利用を検討

運動公園街路灯の整備を
全体計画の中で検討

加工品からふるさと納税への仕組みづくりを
ふるさと納税を基軸に取り組みたい

町営住宅の防災対策を
関わり方を検討したい

避難行動要支援者の個別避難計画を
順次作成の予定

好調な出荷の蝦夷あわび
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補正予算

条例改正

条例廃止

そ の 他

第１回定例会　こんなことが決まりました！

◇ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金事業 ▲１，２６３万７千円

（減額補正及び財源更正）

◇各種事業不用額 ▲１億２，３８１万５千円

 （減額補正及び財源更正）

◇総務管理事務（地域振興派遣負担金）

 ３６万９千円（全額一般財源）

◇行政情報化・電子自治体推進

 ２６２万９千円（全額国庫支出金）

◇減債基金積立（臨時財政対策債償還基金費）

 ３，８１７万９千円（全額一般財源）

◇江差町かもめ島交流拠点づくり基金積立

 １，０００万円（全額その他特定財源）

◇生活交通路線等維持費補助

 ８３万１千円（全額一般財源）

◇江差町企業版ふるさと納税地方創生基金積立

 １，００１万円（その他特定財源ほか）

◇ 江差円山アンテナ中継局受信アンテナ放射器改

修 ２２３万３千円（全額一般財源）

◇江差新栄テレビ中継局設備改修

 ８７５万６千円（全額一般財源）

◇江差南が丘デジタル無線共聴施設パンザマスト

改修 ５７２万円（全額一般財源）

◇社会福祉法人が行う利用者負担軽減事業補助

 ５２８万８千円（道支出金ほか）

◇障害福祉サービス等給付

 １億４，５００万円（国庫支出金ほか）

◇保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業

 ２５万３千円（全額国庫支出金）

◇檜山地域人材開発センター正面外壁改修

 １，６１１万５千円（全額一般財源）

◇江差町農地流動化促進補助

 １３０万８千円（地方債ほか）

◇かもめ島島上ステージ外壁改修

 ８４４万７千円（全額一般財源）

◇直轄港湾整備（国第１次補正分）

 ５，９００万円（全額地方債）

◇文化会館非常用発電機バッテリー交換

 １１８万５千円（全額一般財源）

　法律の期限切れに伴う条例の改正

◇町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正

◇江差町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関

する条例の一部改正

◇江差町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅

費に関する条例の一部改正

◇江差町職員の給与に関する条例の一部改正

◇江差町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に

関する条例の一部改正

◇江差町職員の育児休業等に関する条例の一部改

正

◇江差町営レストラン管理条例の廃止

◇令和２年度江差町教育委員会に関する事務の管

理・執行状況の点検・評価報告

◇江差町財政調整基金の処分

◇江差町公共下水道江差・上ノ国下水道管理セン

ターの建設工事委託に関する協定の一部変更

◇工事請負契約の締結（町道砂川４号通り道路改

良工事）

◇人権擁護委員候補者の

　推薦（再任）

　　松村　直人　氏

　　（本町・51歳）

◇人権擁護委員候補者の

　推薦（新任）

　　山田　清美　氏

　　（本町・62歳）

人　　事
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議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

一

般

質

問

六六
議
員
が
町
政
を
問
う

議
員
が
町
政
を
問
う

意 見 書 を 提 出

　３月定例会では１件の意見書を提出し、可決。関係

行政機関へ提出しました。

◆水田活用の直接支払交付金見直しに関する意見書

定例会で次のとおり、

町⻑が行政報告をし

ました。

１　新型コロナウイルスワクチン３回目接種の進捗状況

について（２月末時点）

　　　対象者　５,１６９名

　　　　　　（２回⽬接種から６か月以上経過）

　　　接種者　２,９６８名（５７.４％）

　　　　　　（うち高齢者　２,３９８名）

２　江差町文化会館移動観覧席改修事業補正予算に係る

積算誤りについて

　　事業費積算の際に消費税を見落とし、税抜きで算

定。担当者及び上司も気付かずに議会で補正予算を議

決したため、改めて消費税分を議決いただいた。

　　再発防止に努めるとともに、担当者及び担当課⻑を

厳重注意処分とした。

３ 「日本で最も美しい村」連合５年目審査結果について

　　最も美しい村づくりの基本理念が継承されている

か、より美しい村づくりを⽬指して運動が定着してい

るかについて、５年ごとに連合の審査を受ける現地審

査が実施された。

　　審査内容をもとに連合内での資格審査委員会、理事

会での協議を経て「審査通過」の通知を受領した。

４　寄附採納について

・ヒダホールディングス株式会社

 　代表取締役　小池　一三　様

　現金１,０００万円（北の江の島構想の実現に向けて

活用）

・有限会社中川清掃社　代表取締役　中川　一夫　様

　消毒用物品２０万円相当（役場来庁者及び職員の新型

コロナウイルス感染予防のため）

・信金中央金庫　理事長　柴田　弘之　様が創設の「Ｓ

ＣＢふるさと応援団」に申請していた「豊かな前浜プロ

ジェクト（略称：ハマプロ）～つくり・育てる漁業を核と

した地域経済の好循環の実現を目指して～」が採択

　現金１,０００万円（企業版ふるさと納税として）

・生活協同組合コープさっぽろ　理事長　大見　英明　様

　交通安全ランドセルカバー２０枚（新入学児童の安全

への願いを込めて）

第 1 回 定 例 会  第 1 回 定 例 会  行 政 報 告
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北
の
江
の
島
構
想
の
推
進
は

答　

人
の
流
れ
を
作
る
施
策
を
展
開

　

一
昨
年
度
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
立
地

適
正
化
計
画
を
策
定
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
見

直
し
の
検
討
は
す
る
べ
き

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

用
途
地
域
見
直
し
の
検

討
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ち

の
現
状
を
十
分
把
握
す
る

と
と
も
に
将
来
の
見
通
し

な
ど
も
踏
ま
え
た
上
で
課

題
等
の
整
理
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、
関
係
機
関
と

も
十
分
協
議
し
な
が
ら
見

直
し
の
手
続
き
手
順
や
手

法
な
ど
確
認
す
る
。

　

用
途
地
域
指
定
は
ま
ち

づ
く
り
の
ベ
ー
ス
と
な
る

も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
見
直
し
に
あ
た
っ

て
は
実
態
と
の
隔
た
り
の

視
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

立
地
適
正
化
計
画
に
よ
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
構

想
や
各
種
計
画
と
の
整
合

性
、
今
後
、
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
取
り
組
む
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
な
ど
の
大
局
的
な

観
点
も
持
ち
な
が
ら
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
、
役
場
内
で
の

議
論
を
深
め
る
。

　

北
の
江
の
島
構
想
は
、

一
つ
の
施
設
を
建
替
え
、

改
修
、
機
能
増
加
す
る
の

み
で
は
な
く
、
か
も
め
島

周
辺
全
体
構
想
の
中
で
の

位
置
付
け
と
有
機
的
連
携

事
業
が
大
き
く
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
る
。

　

江
差
町
の
財
政
課
題
と

北
の
江
の
島
構
想
の
推
進

実
現
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、

補
助
、
交
付
金
が
２
分
の

１
程
度
の
事
業
で
は
、
全

体
構
想
を
描
く
に
は
相
当

厳
し
い
と
認
識
す
る
。

　

国
道
か
ら
、
か
も
め
島

を
含
む
全
域
を
特
別
区
域

に
な
る
よ
う
に
、
整
備
可

能
な
事
業
が
展
開
で
き
る

よ
う
な
全
体
構
想
を
早
期

に
作
成
し
、
国
へ
強
く
強

く
働
き
か
け
る
べ
き
だ
と

思
う
が
如
何
か
。

当
町
の
財
政
状
況

は
、
平
成
20
年
度
決
算
で

策
定
し
た
財
政
健
全
化
計

画
で
は
、
そ
の
要
因
と
し

て
、
檜
山
広
域
行
政
圏
の

中
心
都
市
で
政
治
、
経
済

機
能
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
拠
点
で
あ
り
、
多
く
の

歴
史
文
化
遺
産
が
存
在
す

る
こ
と
か
ら
観
光
の
ま
ち

　

都
市
計
画
区
域
指
定
は

中
心
市
街
地
に
用
途
地
域

の
網
を
か
け
、
建
築
物
が

無
計
画
、
無
秩
序
に
建
築

さ
れ
な
い
よ
う
、
制
限
を

し
て
い
る
。

　

用
途
地
域
指
定
か
ら
約

50
年
経
過
し
、
当
時
と
今

日
の
江
差
町
の
実
態
を
比

較
す
る
と
、
整
合
性
の
確

保
に
極
め
て
大
き
な
疑
問

を
抱
い
て
い
る
。

　

立
地
適
正
化
計
画
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
構
想
の

推
進
、
町
づ
く
り
、
市
街

地
形
成
の
多
様
性
な
ど
の

観
点
か
ら
、
用
途
地
域
の

見
直
し
も
含
め
、
十
分
検

討
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

如
何
か
。

　

併
せ
て
、
都
市
計
画
審

議
会
で
の
早
期
検
討
と
専

門
的
知
見
を
有
す
る
委
員

の
補
充
、
見
直
し
等
に
着

手
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

如
何
か
。用

途
地
域
指
定
は

昭
和
48
年
３
月
に
指
定
が

な
さ
れ
、
平
成
６
年
の
都

市
計
画
法
の
改
正
に
よ
る

用
途
地
域
の
変
更
な
ど
５

回
の
見
直
し
、
変
更
を

行
っ
て
き
た
。

都
市
計
画
用
途
地
域
の
見
直
し
は

答　

見
直
し
検
討
の
議
論
を
深
め
る

３月定例会　一般質問 室井　正行室井　正行 議員（ 議員（自民党自民党））

町
長

へ
の
政
策
の
転
換
や
近
代

化
等
の
都
市
改
造
が
必
要

と
さ
れ
る
時
期
と
重
な
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
が
促
進
さ

れ
る
な
ど
大
型
公
共
施
設

等
の
整
備
を
進
め
た
こ
と

や
、
渇
水
対
策
と
し
て
水

道
資
源
開
発
事
業
を
進
め

た
こ
と
な
ど
多
層
的
な
も

の
と
分
析
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
行
政
、
議

会
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ

て
財
政
健
全
化
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
実
質
公
債
費

比
率
も
下
が
り
、
基
金
も

増
加
し
、
今
に
至
っ
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

北
の
江
の
島
拠
点
施
設

整
備
構
想
に
関
し
て
、
構

想
策
定
段
階
で
実
施
し
た

道
南
圏
の
方
々
対
象
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

か
も
め
島
は
江
差
の
観
光

の
中
心
で
あ
り
、
ま
た
、

い
に
し
え
街
道
は
来
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
と
っ
て

満
足
度
が
高
い
場
所
と
い

う
調
査
結
果
と
な
っ
て
い

る
。

　

日
本
遺
産
の
構
成
文
化

財
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

個
性
的
で
独
自
性
豊
か
な

本
物
を
数
多
く
保
有
す
る

江
差
町
は
、
新
し
い
時
代

の
観
光
に
お
い
て
優
位
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

北
の
江
の
島
構
想
は
、

こ
う
い
っ
た
歴
史
性
や
新

し
い
資
源
を
融
合
さ
せ
、

面
的
な
魅
力
の
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
の
人
に

と
っ
て
は
日
常
的
に
足
を

運
び
た
く
な
る
、
町
外
の

方
に
つ
い
て
も
一
人
で
も

多
く
の
方
が
江
差
を
目
指

し
て
く
だ
さ
る
場
所
と
な

る
よ
う
整
備
を
進
め
る
。

　

令
和
６
年
度
着
工
を
目

指
す
に
あ
た
っ
て
、
現
時

点
で
地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
の
申
請
を
検
討
し

て
い
る
一
方
で
、
面
的
な

魅
力
を
生
か
し
た
人
の
流

れ
を
作
る
た
め
の
施
策
を

展
開
す
る
た
め
に
、
多
様

な
切
り
口
で
の
財
源
対
策

を
追
求
し
て
い
く
。

町
長

開陽丸を中心に整備される北の江の島構想
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対
応
が
中
心
だ
っ
た
が
、

感
染
拡
大
防
止
対
策
は
も

ち
ろ
ん
、
適
切
な
情
報
発

信
に
努
め
る
と
と
も
に
、

迅
速
で
大
胆
な
事
業
者
支

援
を
心
掛
け
、
か
も
め
島

の
マ
リ
ン
ピ
ン
グ
事
業
や

旧
花
月
の
解
体
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
の
整
備
、
コ
ロ

ナ
対
応
の
高
規
格
救
急
車

の
導
入
等
、
進
め
て
き
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
終
息
は
ま
だ
見

え
ず
、
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
進
め
な
が
ら
町
内
経

済
の
停
滞
を
さ
せ
な
い
た

め
の
支
援
策
を
継
続
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

北
の
江
の
島
構
想
を
核

と
し
た
地
域
の
活
性
化
策
、

農
業
、
漁
業
、
商
業
の
振

興
、
そ
し
て
不
幸
ゼ
ロ
の

町
の
更
な
る
前
進
な
ど
、

私
が
成
し
遂
げ
た
い
町
政

の
取
り
組
み
は
道
半
ば
で

あ
る
。

　

今
夏
の
江
差
町
長
選
挙

に
３
期
目
を
目
指
し
て
立

候
補
し
、
町
民
の
皆
様
か

ら
の
審
判
を
受
け
、
次
の

４
年
間
も
町
民
の
た
め
に

汗
を
流
し
た
い
。

　

７
月
の
町
長
選
挙
ま
で

残
さ
れ
た
任
期
は
４
か
月

ほ
ど
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た

多
方
面
に
わ
た
る
目
標
や

事
業
に
対
し
て
の
成
果
は
、

概
ね
認
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
町
長
公
約
の
目

玉
で
あ
る
北
の
江
の
島
構

想
を
始
め
、
江
光
ビ
ル
跡

地
活
用
事
業
、
公
共
交
通

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
導
入
、
財
政

基
盤
強
化
等
、
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。

　

今
こ
そ
３
選
出
馬
へ
の

意
思
を
表
明
す
べ
き
と
考

え
る
が
如
何
か
。

私
は
平
成
26
年
以

来
７
年
半
の
間
、
町
民
の

声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

そ
の
声
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
町
政
運
営
を

担
っ
て
き
た
。

　

２
期
目
で
は
、
北
の
江

の
島
構
想
や
旧
江
光
ビ
ル

跡
地
等
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
策
、
不
幸
ゼ
ロ
の
町

の
実
現
、
民
間
企
業
や
大

学
と
連
携
し
た
少
子
高
齢

化
対
策
等
、
全
力
を
注
い

で
き
た
。

　

こ
こ
２
年
間
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

３
選
出
馬
の
表
明
を

答　

次
の
４
年
間
も
汗
を
流
す

３月定例会　一般質問 小梅　洋子小梅　洋子 議員（無会派） 議員（無会派）

　

ド
ロ
ー
ン
は
無
人
で
遠

隔
操
作
や
自
動
制
御
に

よ
っ
て
飛
行
で
き
、
観
光

や
災
害
救
助
、
建
設
、
産

業
、
輸
送
な
ど
、
広
い
範

囲
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

道
の
方
針
で
は
、
冬
季

の
低
温
や
降
雪
下
で
ド

ロ
ー
ン
を
安
全
に
飛
ば
す

実
証
実
験
に
着
手
し
、
想

定
す
る
地
域
で
の
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
法
は
、
過
疎
集

落
へ
の
荷
物
の
配
送
、
大

規
模
な
災
害
時
、
上
空
か

ら
被
災
地
の
撮
影
確
認
、

野
生
動
物
の
追
い
払
い
、

山
奥
で
の
森
林
調
査
等
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

農
業
で
の
ド
ロ
ー
ン
活

用
相
談
で
は
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
を
設
け
て
対

応
を
す
る
な
ど
、
ド
ロ
ー

ン
事
業
の
展
開
を
後
押
し

す
る
意
向
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
度
、
町
か
ら
示
さ

れ
た
財
政
基
盤
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
で
は
、
ド

ロ
ー
ン
活
用
推
進
事
業
が

休
止
、
研
修
も
当
面
休
止

と
な
っ
て
い
る
。

　

空
の
産
業
革
命
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
、
目
覚
ま
し
い

活
躍
で
注
目
を
集
め
て
お

り
、
今
後
ま
す
ま
す
活
用

が
期
待
さ
れ
る
事
業
だ
と

思
う
が
、
休
止
の
理
由
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

ド
ロ
ー
ン
活
用
自

体
を
休
止
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
操
縦
の
研

修
を
当
面
休
止
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
た

平
成
29
年
度
以
降
、
令
和

２
年
度
ま
で
操
縦
研
修
を

実
施
し
て
き
た
が
、
令
和

３
年
度
か
ら
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
講
師
を
招
聘
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
な
ど
実
施

が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
や
、

操
縦
で
き
る
職
員
が
一
定

程
度
確
保
で
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
面
の
間
休
止

す
る
も
の
。

　

操
縦
講
習
の
受
講
者
数

は
、
町
職
員
の
ほ
か
、
み

ら
い
機
構
や
開
陽
丸
の
職

員
も
含
め
て
17
人
で
、
そ

の
う
ち
町
職
員
は
14
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

建
物
な
ど
と
の
距
離
が

30
メ
ー
ト
ル
未
満
の
区
域

な
ど
を
飛
行
さ
せ
る
場
合

は
、
地
方
航
空
局
の
承
認

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
講

習
を
受
講
し
た
職
員
は
全

員
10
時
間
以
上
の
自
主
的

な
飛
行
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
。今

年
の
冬
は
雪
に
よ

る
倒
壊
事
故
な
ど
も
生
じ

て
き
て
い
る
中
で
、
こ
ん

な
時
こ
そ
ド
ロ
ー
ン
活
用

の
必
要
性
を
感
じ
た
が
如

何
か
。

雪
に
限
ら
ず
、

例
え
ば
大
雨
な
ど
、
災
害

対
策
と
い
う
こ
と
で
広
く

考
え
、
そ
の
中
で
活
用
策

を
考
え
て
運
用
し
て
い
き

た
い
。

ド
ロ
ー
ン
活
用
な
ぜ
休
止

答　

活
用
は
継
続

町
長

再

町
長

財
政
課
長

ドローン操縦説明を受講する職員ら
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３月定例会　一般質問

じ
て
、
臨
機
応
変
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
停
滞
を
招
か

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

感
染
者
が
大
量
に
発

生
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
業
務
を
継
続
す
る
か
、

し
っ
か
り
整
理
し
て
最
悪

の
事
態
に
備
え
る
べ
き
と

考
え
る
が
如
何
か
。

今
回
作
っ
た

規
程
を
参
考
に
、
そ
の

時
々
に
合
わ
せ
て
最
善
の

方
法
を
取
り
た
い
。

国
の
示
し
た
見
直

し
内
容
は
、
水
田
農
業
の

経
営
に
様
々
な
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
北
海
道
を

中
心
に
交
付
金
の
見
直
し

に
係
る
関
係
機
関
連
絡
会

議
が
組
織
さ
れ
、
全
道
一

円
の
実
態
調
査
、
今
後
の

対
応
に
関
す
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
っ
た
。

　

農
業
者
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
江
差
町
の
水
田

が
そ
の
力
を
フ
ル
に
発
揮

で
き
る
よ
う
協
議
や
対
応

を
行
い
た
い
。

塚本　　眞塚本　　眞 議員（無会派） 議員（無会派）

　

町
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

備
え
た
業
務
継
続
計
画
の

策
定
は
、
ど
の
よ
う
な
現

況
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
で
は
感
染
症
に

係
る
業
務
継
続
計
画
に
つ

い
て
は
策
定
し
て
い
な
く
、

職
員
の
感
染
防
止
策
や
感

染
者
等
発
生
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
修
正
を
加
え
て
い

る
。

　

今
後
も
発
生
状
況
に
応

　

水
田
を
耕
作
し
て
い
る

農
業
者
は
国
の
要
請
で
水

稲
に
代
わ
る
作
物
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る

が
、
転
作
田
を
５
年
に
一

度
、
水
田
に
戻
さ
な
い
と

交
付
金
は
出
な
い
と
い
う

指
針
が
出
て
い
る
。

　

交
付
金
の
見
直
し
に
よ

り
、
町
内
の
農
業
者
の
間

で
も
不
安
が
広
が
っ
て
い

る
が
、
町
と
し
て
の
対
応

を
伺
い
た
い
。

町
の
業
務
継
続
計
画
策
定
は

交
付
金
見
直
し
で
農
家
は
不
安

答　

行
政
の
停
滞
を
招
か
ぬ
対
応
す
る

答　

農
業
者
や
関
係
機
関
と
連
携

　

北
海
道
が
進
め
て
い
る

脱
炭
素
社
会
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
北
海
道
に
あ
た
っ
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

最
大
限
の
活
用
に
取
り
組

む
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、

加
え
て
檜
山
沖
海
上
風
力

発
電
の
推
進
の
取
り
組
み

も
加
速
さ
せ
て
い
く
こ
と

は
急
務
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
関
す
る
現
況
、
そ

し
て
今
後
の
目
標
を
伺
い

た
い
。

檜
山
沖
洋
上
風
力

発
電
は
国
が
主
体
と
し
て

　

新
年
度
よ
り
、
全
国
的

に
小
学
校
高
学
年
に
教
科

担
任
制
が
導
入
さ
れ
る
。

　

既
に
江
差
北
中
学
校
区

で
小
中
型
一
貫
教
育
が
取

り
組
ま
れ
、
外
国
語
の
他
、

理
科
、
算
数
の
教
科
が
例

示
さ
れ
て
い
る
。

　

新
年
度
よ
り
江
差
中
学

校
区
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

江
差
小
学
校
に

お
い
て
は
、
専
科
指
導
を

行
う
教
員
に
よ
り
理
科
の

授
業
で
教
科
担
任
制
を
敷

く
こ
と
が
で
き
て
い
る
が
、

算
数
で
は
自
校
内
の
加
配

進
め
る
事
業
で
、
江
差
町

は
本
計
画
に
推
進
の
立
場

を
表
明
し
、
国
の
洋
上
風

力
案
件
形
成
に
向
け
た
導

入
可
能
性
調
査
に
応
募
し

て
採
択
さ
れ
た
。

　

令
和
４
年
度
で
実
施
予

定
の
江
差
町
再
エ
ネ
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
検
討
業
務
に

お
い
て
、
ど
の
再
エ
ネ
を

ど
の
く
ら
い
、
ど
の
よ
う

に
導
入
し
有
効
活
用
す
る

か
に
つ
い
て
調
査
、
検
討

し
、
目
標
値
を
設
定
す
る

予
定
で
あ
る
。

教
員
が
複
数
学
年
の
授
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　

南
が
丘
小
学
校
は
理
科

と
算
数
の
授
業
で
自
校
内

の
加
配
教
員
が
複
数
学
年

の
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

小
学
６
年
生
の
外
国
語

教
科
で
は
、
江
差
中
学
校

区
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
サ

ポ
ー
ト
の
一
環
と
し
て
、

今
年
度
か
ら
江
差
中
学
校

教
諭
に
よ
る
乗
り
入
れ
授

業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

一
部
の
学
校
で
の
専
科

指
導
教
員
に
よ
る
実
施
に

加
え
、
中
学
校
教
員
の
乗

り
入
れ
授
業
の
実
施
や
、

各
校
の
自
校
内
の
加
配
教

員
に
よ
る
複
数
学
年
の
授

業
実
施
等
を
通
じ
、
指
導

体
制
の
構
築
に
努
め
た
い
。

教
科
担
任
制
の
担
当

教
員
確
保
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
方
策
を
考
え
て

い
る
か
。

専
門
教

科
の
免
許
を
有
す
る
教
員

が
平
均
的
に
配
置
さ
れ
る

よ
う
道
教
委
等
に
お
い
て

も
こ
れ
ら
の
措
置
が
な
さ

れ
る
よ
う
、
機
会
あ
る
毎

に
要
望
し
て
い
く
。

地
域
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
目
標
は

小
学
校
教
科
担
任
制
の
対
応
は

答　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
目
標
値
設
定

答　

指
導
体
制
の
構
築
に
努
め
る

町
長

町
長

町
長

教
育
長

総
務
課
長

再

学
校
教
育
課
長

再

農家の不安を取り除く対応を
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来
訪
者
を
惹
き
つ
け
る
魅

力
付
け
な
ど
、
差
別
化
を

図
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
追
求
し
な
が
ら
基

本
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い

く
。

　

Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
施
設

の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、

例
え
ば
来
館
者
数
を
予
測

し
な
が
ら
施
設
の
温
度
管

理
を
行
う
、
あ
る
い
は
飲

食
部
門
で
の
食
品
ロ
ス
を

減
ら
し
て
い
く
な
ど
が
想

像
で
き
る
。

　

今
後
、
基
本
計
画
を
策

定
す
る
中
で
大
学
側
の
知

見
も
活
用
し
な
が
ら
、
こ

う
い
っ
た
管
理
運
営
は
も

と
よ
り
、
施
設
整
備
で
ど

ん
な
こ
と
が
可
能
な
の
か

を
意
見
交
換
を
重
ね
て
ま

い
り
た
い
。

包
括
連
携
協
定
の
中

で
、
そ
の
場
合
に
係
る
費

用
に
つ
い
て
ど
ん
な
取
り

決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　

未
来
大
と
の
包
括
連
携
協

定
に
関
す
る
連
携
協
定
は

幅
広
で
あ
る
が
、
ま
ず
は

公
共
交
通
と
い
う
こ
と
で
、

去
年
、
協
定
書
を
締
結
し

て
以
来
、
予
算
化
は
改
め

て
し
て
い
な
い
。

　

今
年
の
２
月
に
サ
ツ
ド

ラ
、
江
差
町
、
未
来
大
、

未
来
シ
ェ
ア
と
い
う
会
社

な
ど
が
経
産
局
の
補
助
事

業
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

１
月
に
、
運
行
す
る
事

業
者
に
対
す
る
テ
ス
ト
始

動
で
未
来
シ
ェ
ア
と
い
う

会
社
が
来
た
時
に
、
大
学

の
学
生
も
来
て
頂
き
、
そ

の
時
の
経
費
は
今
回
補
助

事
業
の
中
で
賄
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
北
の
江
の
島
構

想
の
基
本
計
画
の
中
で
ど

ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

少
し
ず
つ
見
え
て
く
る
も

の
が
あ
れ
ば
議
会
の
方
に

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り

得
る
。

出﨑　太郎出﨑　太郎 議員（無会派） 議員（無会派）

地
域
の
課
題
に
迅
速
か
つ

適
切
に
対
応
し
、
活
力
の

あ
る
個
性
豊
か
な
地
域
社

会
の
形
成
、
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
連

携
事
業
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
た
。

　

連
携
事
業
の
内
容
は
、

１
つ
目
は
地
域
と
交
通
。

２
つ
目
は
情
報
技
術
の
活

用
。
３
つ
目
は
地
域
振
興
、

地
域
課
題
の
解
決
。
４
つ

目
は
教
育
の
推
進
、
人
材

育
成
に
関
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

さ
っ
そ
く
２
月
に
は
、

地
域
公
共
交
通
の
分
野
に

お
い
て
、
新
た
な
公
共
交

通
の
導
入
に
向
け
た
実
証

実
験
で
、
同
大
学
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
お
力
を
お

借
り
し
て
、
Ａ
Ｉ
で
の
配

車
シ
ス
テ
ム
を
試
行
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
拠
点
施
設
で

あ
る
道
の
駅
を
整
備
し
て

い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
道
の
駅
と
横
並

び
で
は
い
け
な
い
と
理
解

し
て
い
る
。

　

環
境
へ
の
配
慮
、
交
通

拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け
、

　

「
エ
エ
町
江
差
、
エ
エ

時
間
、
親
子
の
た
ま
り
場
、

か
も
め
島
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
海
の
駅
開
陽
丸
に
新

た
に
、
道
の
駅
機
能
を
付

加
し
た
施
設
に
し
、
来
年

度
か
ら
基
本
計
画
に
着
手

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

周
辺
の
町
か
ら
遅
れ
て

本
格
的
な
道
の
駅
を
整
備

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
後

か
ら
新
築
す
る
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
最
新
の
科
学
技

術
を
使
用
で
き
る
。

　

持
続
の
可
能
性
を
追
求

し
て
、
施
設
整
備
、
管
理

運
用
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
、

と
り
わ
け
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
を
取
り
入
れ
て
は
ど

う
か
と
思
う
。

　

公
共
交
通
計
画
等
の
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
公

立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
と

の
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

基
本
計
画
作
成
に
際
し
、

同
校
の
知
見
を
活
用
し
て
、

い
わ
ば
「
ス
マ
ー
ト
道
の

駅
」
を
目
指
し
、
売
り
に

し
て
は
如
何
か
。

昨
年
、
町
と
公
立

は
こ
だ
て
未
来
大
学
は
、

道
の
駅
整
備
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

答　

基
本
計
画
策
定
で
知
見
活
用

町
長

３月定例会　一般質問

再ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

道の駅機能が付加される海の駅開陽丸
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小林くにこ小林くにこ 議員 議員（日本共産党）（日本共産党）

で
回
答
を
い
た
だ
い
た
が
、

そ
の
後
、
相
続
人
間
で
無

償
譲
渡
に
対
す
る
疑
義
が

出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
間
、
無
償
譲
渡
に
向
け

た
合
意
形
成
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
継
続
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も

早
期
の
解
決
に
向
け
、
相

続
人
代
表
と
合
意
で
き
る

よ
う
協
議
を
続
け
て
い
た

が
、
昨
年
10
月
に
、
居
住

部
分
に
つ
い
て
一
部
有
償

と
し
た
い
と
す
る
相
続
人

連
名
で
の
文
書
送
付
が
あ

り
、
横
山
家
側
の
具
体
的

な
条
件
等
の
確
認
を
進
め

て
い
た
と
こ
ろ
、
昨
年
12

月
、
相
続
人
代
表
に
つ
い

て
別
な
親
族
が
代
行
す
る

旨
の
連
絡
が
あ
り
、
12
月

に
来
町
し
、
面
談
を
行
っ

た
。

　

面
談
に
お
い
て
、
相
続

人
関
係
者
及
び
財
産
内
容

に
つ
い
て
再
確
認
す
る
と

と
も
に
、
改
め
て
町
と
し

て
は
一
括
無
償
譲
渡
の
考

え
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を

伝
え
た
う
え
で
、
具
体
的

な
条
件
に
つ
い
て
文
書
で

回
答
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

　

今
般
報
告
さ
れ
た
観
光

動
向
調
査
分
析
を
参
考
に

す
る
と
、
い
に
し
え
街
道

は
江
差
町
の
観
光
に
お
い

て
重
要
な
エ
リ
ア
で
あ
り
、

入
り
口
に
あ
り
、
始
点
と

も
終
点
と
も
い
え
る
か
も

め
島
、
開
陽
丸
記
念
館
と

と
も
に
重
要
な
エ
リ
ア
で

あ
る
と
再
認
識
し
た
。

　

現
在
休
業
と
な
っ
て
い

る
横
山
家
の
権
利
者
の
方

と
の
交
渉
の
進
捗
状
況
は
。

　

ま
た
、
今
期
の
よ
う
に

降
雪
や
強
風
に
よ
る
被
害

等
、
建
物
へ
の
損
傷
が
発

生
す
る
可
能
性
を
早
期
に

確
認
、
対
応
で
き
る
管
理

体
制
な
の
か
。

　

今
後
の
横
山
家
の
あ
り

方
、
町
と
し
て
早
期
に
方

向
性
を
定
め
る
べ
き
か
と

考
え
る
が
如
何
か
。

横
山
家
の
当
主

で
あ
っ
た
方
が
逝
去
さ
れ

て
以
降
、
こ
れ
ま
で
相
続

人
代
表
と
の
協
議
を
重
ね
、

国
の
重
要
文
化
財
を
目
指

す
こ
と
を
条
件
に
町
が
責

任
を
も
っ
て
後
世
に
遺
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、

昨
年
９
月
に
、
江
差
町
へ

無
償
譲
渡
す
る
旨
の
方
向

横
山
家
の
進
捗
及
び
今
後
は

答　

課
題
を
共
有
し
解
決
へ

　

財
政
基
盤
強
化
に
向
け

た
取
り
組
み
に
お
い
て
、

江
差
町
総
合
運
動
公
園
の

利
用
料
の
値
上
げ
を
検
討

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー

場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
以
外
は
多
目
的

広
場
を
含
め
、
利
用
者
が

ど
こ
で
何
を
し
て
い
い
の

か
来
園
者
に
は
分
か
り
に

く
い
。

　

運
動
す
る
エ
リ
ア
な
の

か
、
駐
車
場
な
の
か
等
、

曖
昧
な
部
分
も
あ
る
。

　

明
確
な
案
内
設
置
等
を

考
慮
す
べ
き
と
思
う
が
如

何
か
。

　

利
用
促
進
に
関
し
て
、

年
間
パ
ス
な
ど
を
発
行
し
、

手
ぶ
ら
で
来
て
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
ボ
ー
ル
や
ラ

ケ
ッ
ト
等
の
有
償
レ
ン
タ

ル
制
度
等
も
考
慮
し
て
頂

き
た
い
と
思
う
が
如
何
か
。

野
球
場
、
多
目

的
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

な
ど
の
各
施
設
は
使
用
目

的
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

通
路
、
緑
地
帯
な
ど
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
子
ど
も

達
の
遊
び
場
と
し
て
日
常

的
に
多
く
の
方
に
利
用
さ

１
月
11
日
付
で
、
建
物
お

よ
び
文
化
財
指
定
の
生
活

用
具
等
は
全
て
無
償
譲
渡
、

土
地
は
全
筆
有
償
譲
渡
と

の
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
合
意
に
は
至
ら
ず
引

き
続
き
横
山
家
側
と
交
渉

を
継
続
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
施
設
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
所
有
権
者
で
あ
る
横
山

家
が
行
っ
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

早
期
に
方
向
性
を
決
定
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

ま
ず
は
所
有
者
と
の
協
議

が
整
う
こ
と
が
前
提
で
あ

り
、
早
期
の
解
決
に
向
け

て
協
議
を
進
め
て
参
り
た

い
。

れ
て
お
り
、
マ
ナ
ー
を
守

り
な
が
ら
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
多
目
的
倉
庫
横

の
駐
車
場
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
を
設
置
し
、
多
く

の
子
ど
も
達
が
遊
ん
で
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
安
全

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
等
を
明
確
化
し
、
周

知
し
て
い
く
こ
と
は
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

利
用
者
が
安
全
に
安
心

し
て
利
用
が
で
き
る
よ
う
、

施
設
全
体
の
利
用
実
態
な

ど
も
確
認
し
な
が
ら
、
町

広
報
で
の
周
知
等
も
含
め
、

必
要
な
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

　

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発

行
や
ボ
ー
ル
等
の
有
償
レ

ン
タ
ル
制
度
に
つ
い
て
は
、

各
施
設
の
利
用
状
況
や
利

用
者
、
各
利
用
団
体
等
の

ご
意
見
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
利
用
促
進
に
向
け
た

対
策
を
検
討
し
た
い
。

運
動
公
園
に
明
確
な
案
内
設
置
を

答　

必
要
な
対
策
を
検
討

教
育
長

教
育
長

３月定例会　一般質問

譲渡交渉が続く横山家
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３月定例会　一般質問 小野寺　真小野寺　真 議員 議員（日本共産党）（日本共産党）

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

は
、
全
体
的
な
こ
と
を
把

握
し
的
確
に
答
え
る
た
め
、

職
員
研
修
等
も
含
め
て
充

実
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　

見
守
り
体
制
を
作
る
た

め
、
町
と
し
て
援
助
す
る

な
ど
モ
デ
ル
事
業
を
や
っ

て
み
て
は
ど
う
か
。難

し
い

事
例
に
は
複
数
職
員
で
の

対
応
や
、
職
員
間
で
相
談

内
容
を
情
報
共
有
し
、
的

確
な
相
談
体
制
の
充
実
を

図
り
た
い
。

　

見
守
り
活
動
は
、
町
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
の
方
に
情
報

共
有
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

現
在
の
第
４
期
計
画
を

ど
う
評
価
し
、
課
題
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓

口
の
作
成
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　

第
５
期
計
画
で
、
地
域

の
見
守
り
支
援
体
制
の
構

築
を
支
援
と
あ
る
が
、
支

援
で
は
な
く
、
町
が
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
取
る
こ
と
が

必
要
で
は
。

第
５
期
計
画
策
定

に
あ
た
り
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
町
か
ら
の

情
報
発
信
、
身
近
な
交
通

手
段
の
不
足
、
町
内
会
な

ど
地
域
の
担
い
手
不
足
等

が
課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ

た
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
相
談
は

全
世
代
に
関
わ
る
幅
広
い

相
談
が
あ
り
、
専
門
性
や

複
数
の
課
に
ま
た
が
る
。

　

組
織
機
構
が
伴
う
よ
う

な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
は

考
え
て
い
な
い
。

　

地
域
の
見
守
り
強
化
は
、

社
協
、
町
内
会
、
民
生
委

員
協
議
会
な
ど
が
情
報
共

有
で
き
る
仕
組
み
、
体
制

づ
く
り
を
検
討
し
た
い
。

地
域
福
祉
計
画
の
評
価
と
課
題
は

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
課
題
把
握

　

道
内
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
を
表
明
し
た
自
治

体
は
檜
山
管
内
で
は
ま
だ

無
い
。

　

町
長
が
先
頭
を
切
っ
て

表
明
す
べ
き
で
は
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
検
討

業
務
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

ま
た
、
農
林
地
で
の
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
は
、
地
域
で
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
等
を
把
握

　

町
の
感
染
状
況
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
国
、

道
の
方
針
で
は
よ
く
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い

て
国
や
道
に
感
染
ウ
イ
ル

ス
の
ゲ
ノ
ム
解
析
を
要
請

す
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

町
と
し
て
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

キ
ッ
ト
や
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
を
保
有
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
な
い
か
。

道
は
国
の
通
知
を

踏
ま
え
、
同
居
家
族
な
ど

し
時
期
を
判
断
し
た
い
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
検

討
業
務
は
、
地
域
で
合
意

さ
れ
た
目
標
を
定
め
る
調

査
検
討
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
状
況
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
現
状
把
握
と

将
来
性
を
含
め
整
理
す
る
。

　

事
業
で
得
ら
れ
る
基
礎

情
報
を
も
と
に
、
令
和
５

年
度
中
に
地
方
公
共
団
体

実
行
計
画
を
策
定
す
る
。

の
濃
厚
接
触
者
に
発
熱
や

咳
な
ど
の
症
状
が
出
た
場

合
は
、
医
師
の
判
断
で
検

査
を
行
わ
ず
、
み
な
し
陽

性
を
可
能
と
し
、
陽
性
者

数
は
公
表
し
て
い
る
が
、

み
な
し
陽
性
者
の
数
は
公

表
し
て
い
な
い
。

　

ゲ
ノ
ム
解
析
は
道
が

行
っ
て
い
る
が
、
検
査
目

的
に
必
要
な
数
の
解
析
は

行
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
、

全
て
の
ゲ
ノ
ム
解
析
実
施

を
要
請
す
る
考
え
は
持
っ

て
い
な
い
。

　

農
山
漁
村
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
法
に
つ
い
て
も
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
及

び
実
行
計
画
区
域
施
策
編

策
定
時
に
検
討
し
た
い
。

町
の
実
行
計
画
を
令

和
５
年
度
に
実
施
す
る
と

い
う
こ
と
か
。再

エ
ネ
導
入

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成

後
に
、
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
令
和
５
年
度

中
に
策
定
し
た
い
。

　

町
が
検
査
キ
ッ
ト
を
確

保
す
る
の
で
な
く
、
道
や

保
健
所
等
に
改
め
て
行
政

検
査
の
体
制
拡
充
を
要
請

し
た
い
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
町
の

情
報
を
出
し
て
い
る
が
、

無
料
検
査
キ
ッ
ト
配
布
な

ど
道
の
情
報
も
知
ら
せ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。今

後
、

道
の
事
業
も
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を

活
用
し
て
周
知
し
た
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
表
明
を

町
が
検
査
キ
ッ
ト
保
有
を

答　

地
域
の
状
況
で
時
期
判
断

答　

検
査
体
制
拡
充
を
要
請

町
長

町
長

町
長

再

再再 総
務
課
長

町
民
福
祉
課
長

健
康
推
進
課
長

新たな５年間がはじまった江差町地域福祉計画
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～常任委員会、今はこんなことを調査しています～

よりよい町づくりのためによりよい町づくりのために

　社会文教常任委員会（小野寺真委員長）は、令和３年第３回定例会で事務調査をおこし、５回会議を開催し、

担当課の説明を求めて調査をした結果について、次のとおり意見を付して報告しました。

調査の結果

（１）建て替えの江差中学校を除く各小中学校については、老朽化等による課題について、社会文教常任委員会

でも、過去数次の事務調査が行われた。

　　　直近では、平成３０年１２月３日に学校施設に関する事務調査の委員会報告で、雨漏り対策やトイレの洋

式化、網戸の整備等の意見が出されている。

　　　本委員会では、上記の意見で指摘していた事項について、教育委員会としてどのように対策が取られてき

たのかを中心に、各学校の施設整備状況を担当課から聞き取りをした。

（２）文科省が前倒しで進めてきたＧＩＧＡスクール構想による、児童生徒一人１台端末の整備状況についても、

担当課から聞き取りをした。

　　なお、現地調査も検討したが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から取り止めとしている。

　　これらの調査検討を踏まえ、次のとおり意見を付して報告する。

　＜意　見＞

１．指摘事項の雨漏り対策について、江差小学校は令和２年度で正面普通教室棟の屋上防水改修工事、３年度に

特別教室棟と旧幼稚園棟の屋上防水改修工事が終了している。

　　江差北小学校の雨漏りは、図書室での雨漏り対策が残ったままである。

　　ついては、児童の図書活動等に影響を与えることのないよう、また対策が遅れるほど雨漏りの状況が拡大す

ることも考えられるため、早急な屋上防水改修工事を実施すること。

２．指摘事項の網戸の未設置は、学校から要望のあった２４２個所を令和２年度に設置。また、トイレの約半分

が和式だったが、令和２年度に小中学校で計３９か所の改修工事をし、１００％洋式となった。

　　今後とも、児童生徒が安心して学業に専念できるよう、老朽化からくる施設の損傷等の状況を的確に把握し、

改修等の対策を進めること。

３．児童生徒一人１台のタブレット整備は、今年１月の新型コロナウイルス感染で学級閉鎖があり、小中学校で

タブレットを持ち帰り、自宅からオンラインで繋げる実験を実施。また、各家庭・担任自宅・学校を結んだ双

方向オンライン学習を実施した。

　　オンライン学習は、中学校では十分可能であるが、小学校低学年では操作方法等に課題が見受けられるとの

ことで、今後も教育委員会としての学校への支援が必要と考える。

４．各学校にネットワークの大容量高速化の整備がなされ、ＩＣＴ機器の活用が進んできているが、教員の働き

方改革を進めるうえで、国が財政措置しているＩＣＴ支援員の活用なども検討すること。

社会文教常任委員会『学校施設整備に関する事務調査』

江差町でもタブレット授業がはじまりました（南が丘小学校・江差北中学校）
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【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

◆
令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
等
臨
時

特
別
支
援
事
業
（
子
育
て
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
（
追
加
給
付
）
）

 

４
，
３
２
０
万
２
千
円

　

 

（
全
額
国
庫
支
出
金
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
様
々
な
人
に
及
ぶ
中
、
子
ど

も
た
ち
を
支
援
す
る
臨
時
特
別
給
付

金
の
支
給
の
た
め
の
経
費
。

◆
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
事
業

 

１
億
６
，
７
１
６
万
８
千
円

 

（
全
額
国
庫
支
出
金
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

長
期
化
す
る
中
、
生
活
・
暮
ら
し
の

支
援
の
た
め
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給

の
た
め
の
経
費
。

◆
成
年
後
見
制
度
支
援
体
制
オ
ン
ラ

イ
ン
化
推
進
事
業 

３
０
万
円

 

（
道
支
出
金
ほ
か
）

　

成
年
後
見
制
度
に
係
る
相
談
業
務

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

◆
町
道
除
雪
対
策

 

１
，
４
７
１
万
４
千
円

 

（
全
額
一
般
財
源
）

◆
車
両
管
理 

３
７
８
万
９
千
円

 

（
全
額
一
般
財
源
）

　

降
雪
量
の
大
幅
な
増
大
に
伴
う
町

道
の
除
雪
経
費
。

◆
南
が
丘
小
学
校
・
江
差
北
小
学
校

複
合
遊
具
整
備

 

３
，
９
８
０
万
円

 

（
全
額
国
庫
支
出
金
）

　

南
が
丘
小
学
校
と
江
差
北
小
学
校

に
児
童
が
望
む
複
合
遊
具
を
各
１
基

整
備
す
る
た
め
の
経
費
。

等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
す
る
た

め
の
経
費
。

◆
児
童
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修

 

４
９
万
５
千
円

 

（
全
額
国
庫
支
出
金
）

　

児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
の
経
費
。

◆
大
規
模
盛
土
造
成
地
第
二
次
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
調
査

 

１
，
８
０
０
万
円

 
（
国
庫
支
出
金
ほ
か
）

　

大
規
模
盛
土
造
成
地
の
安
全
性
の

確
認
・
把
握
の
た
め
の
調
査
経
費
。

◆
図
書
館
資
料
整
備 
１
０
万
円

 

（
そ
の
他
特
定
財
源
）

　

図
書
館
の
図
書
購
入
の
た
め
の
経

費
。

◆
文
化
会
館
移
動
観
覧
席
改
修

 

１
，
６
０
５
万
８
千
円

 

（
全
額
一
般
財
源
）

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
の
移
動
観
覧

席
改
修
の
た
め
の
経
費
。

【
寄
付
採
納
】

・ 

第
一
生
命
労
働
組
合
函
館
営
業
職

支
部

　

執
行
委
員
長　

佐
々
木
道
也　

様

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
児
童
福
祉
推
進
の
た
め
）

・ 

株
式
会
社
五
勝
手
屋
本
舗

　

代
表
取
締
役　

小
笠
原
敏
文　

様

　

 

現
金
10
万
円
（
図
書
館
図
書
充
実

の
た
め
）

【
請
願
】

・ 

令
和
４
年
度
の
米
政
策
に
関
す
る

請
願
〔
採
択
〕

【
意
見
書
の
提
出
】

・ 

令
和
４
年
度
の
米
政
策
に
関
す
る

意
見
書
〔
原
案
可
決
〕

第
一
回 

臨
時
会

　

１
月
25
日
に
第
１
回
臨
時
会
が
行
な
わ
れ
、
一
般
会
計
の
補
正
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
、

閉
会
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

２
月
22
日
に
第
２
回
臨
時
会
が

行
な
わ
れ
、
一
般
会
計
の
補
正
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可

決
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
二
回 

臨
時
会

児童が選定した木製遊具

改修される文化会館大ホール観覧席
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１月２５日から２月２２日までに開催した全員協議会について、

その内容をお知らせします。

・江差町役場及び江差町における新型コロナウイルス感染状況等について

・江差町文化会館移動観覧席の修繕について

・令和４年度江差町予算概要について

・令和４年度一部事務組合予算概要について

・財政基盤強化に向けた取組について

・町営レストランについて

・北の江の島構想（素案）について

・小学校遊具の整備について

・６４歳以下の３回目ワクチンについて

全員協議会 を開催しました！

1 月 25 日

2月 22 日

会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議⻑

小
梅
　
洋
子
（
委
）

小
林
く
に
こ
（
副
）

飯
田
　
隆
一

室
井
　
正
行

塚
本
　
　
眞

大
門
　
和
幸

小
野
寺
　
真
（
委
）

出
﨑
　
太
郎
（
副
）

薄
木
　
晴
午

西
海
谷
　
望

萩
原
　
　
徹

打
越
東
亜
夫

第 1 回 定 例 会
3月14⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 月 1 5 ⽇ ○ ○ ○ ●
（私用）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 1 回 臨 時 会 1月25⽇ ○ ○ ○ ●
（私用）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 2 回 臨 時 会 2月22⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会
1月25⽇ ○ ○ ○ ●

（私用）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2月22⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

2月22⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

1月25⽇ ○ ○ ○ ○ ○

3 月  1 ⽇ ○ ○ ●
（私用）

○ ○

3 月  7 ⽇ ○ ○ ○ ○ ○

議 会 広 報
特 別 委 員 会

1月11⽇ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会

1月25⽇ ○ ○ ●
（私用）

○ ○ ○ ○

2月18⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 月  7 ⽇ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

出欠状況をお知らせします！出欠状況をお知らせします！
令和 4 年 1 月 1 ⽇から 3 月 31 ⽇の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公務）　●：欠席（傷病・出産・育児・看護・介護・私用）

全員協議会の様子

新型コロナウイルスワクチン接種の様子
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この用紙は、原材料の一部に

道産間伐材を使用しています
16

令
和
4
年
5
月
1
日
発
行

発
行

／
北

海
道

江
差

町
議

会
　

編
集

／
議

会
広

報
特

別
委

員
会

〒
０４３-８５６０  北

海
道

檜
山

郡
江

差
町

字
中

歌
町

１９３
番

地
１

T
E
L
 0
1
3
9
ｰ
5
2
ｰ
6
7
1
3

F
A
X
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1
3
9
ｰ
5
2
ｰ
5
3
3
3

江
差

町
議

会
だ

よ
り

江差町議会だより

議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　

議会の動き議会の動き
◆広報特別委員会

◆議会運営委員会

・第１回臨時会の運営について

・第１回定例会の運営について

◆全員協議会

◆第１回臨時会

◆社会文教常任委員会

・学校施設整備に関する事務調査

◆議会運営委員会

・第２回臨時会の運営について

・第１回定例会の運営について

◆全員協議会

◆第２回臨時会

◆総務産業常任委員会

◆社会文教常任委員会

・学校施設整備に関する事務調査

◆議会運営委員会

・第１回定例会の運営について

◆社会文教常任委員会

・学校施設整備に関する事務調査

◆第１回定例会

◆江差町・上ノ国町学校給食組合議会第１回

定例会

◆南部桧山衛生処理組合議会第１回定例会

◆檜山広域行政組合議会第１回定例会

１月11日

１月25日

２月18日

２月22日

　

３月１日

　

３月７日

　

３月14日

　～15日

３月22日

　

　

議会議会でで決まった決まったけど、けど、その後その後ははどうなった？どうなった？

　
☆江差町クリーンアップ作戦

　4月17日、毎年恒例の江差町クリーンアップ作戦

が実施されました。

　江差フェニック

ス野球スポーツ少

年団の選手たちも

参加して、たくさ

んのゴミを拾い、

町の環境美化に一

役買ってくれまし

た。

　今年もチームの

活躍を期待します。

今 号 の 表 紙

（撮影者：西海谷　望　議会広報特別委員会委員）

　
　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴すること

ができます。

　町民の皆様が選んだ議員の活動状況や、町政の

⽅針などを議場で確かめましょう。

　議会の傍聴は簡単で、都合の良い時間で傍聴で

きます。

　皆様の傍聴をお待ちしております。

みんなみんなのの議会 傍聴議会 傍聴しませんかしませんか

次の定例会は次の定例会は６６月月です。です。
日程は、町広報誌やホームページでお知らせします。日程は、町広報誌やホームページでお知らせします。

改良前 改良後

　平成２９年第１回定例会から令和３年第１回定例会まで５か年に渡って議決された、町道

砂川４号通り改良工事が本年３月に完成しました。

（実施設計や調査委託料、工事費など総額は約１億７，１５７万円）


